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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第74期

第３四半期

連結累計期間

第75期

第３四半期

連結累計期間

第74期

会計期間
自 平成24年４月１日

至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日

売上高 （百万円） 177,983 199,470 237,832

経常利益 （百万円） 14,608 12,160 18,153

四半期（当期）純利益 （百万円） 8,880 5,995 11,218

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 10,438 11,636 17,699

純資産額 （百万円） 97,621 116,068 105,009

総資産額 （百万円） 154,672 194,850 167,805

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 188.95 126.83 238.50

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 186.64 125.76 235.66

自己資本比率 （％） 59.1 56.4 58.9
 

　

回次

第74期

第３四半期

連結会計期間

第75期

第３四半期

連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日

至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 58.26 11.87
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

ユニプレス株式会社(E02194)

四半期報告書

 2/19



　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

につきまして、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

（車体プレス部品事業）

　株式取得：マニュエットオートモーティブブラジル

　株式譲渡：株式会社ミューテック

　

この結果、平成25年12月31日現在では、当社グループは、当社、子会社20社及び関連会社9社により構成されること

となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　
(1) 業績の状況

当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高につきましては国内における減産影響等はある

ものの、北米における得意先の増産に加え、円安に起因する為替影響により1,994億円（前年同期比214億円増、

12.1％増）となりました。一方、利益につきましては、当社グループをあげて取り組んでおりますＵＰＳ（ユニプ

レス生産システム）活動を柱とした合理化効果はあるものの、将来に向けた設備投資増や北米における増産対応費

用により、営業利益は98億円（同44億円減、31.1％減）となりました。経常利益は為替差益の発生もあり121億円

（同24億円減、16.8％減）、四半期純利益は59億円（同28億円減、32.5％減）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

得意先の減産の影響により、売上高は860億円（前年同期比63億円減、6.8％減）となり、セグメント利益

（営業利益）は74億円（同１千万円減、0.2％減）となりました。

② 北米

得意先の増産影響に加え為替影響もあり、売上高は482億円（同223億円増、86.0％増）となったものの、新

車展開に係る費用、増産対応費用等により、セグメント損失は37億円（前年同期は10億円の利益）となりまし

た。

③ 欧州

減産影響はあるものの為替影響があり、売上高は196億円（前年同期比23億円増、13.4％増）となり、セグ

メント利益は14億円（同7千万円減、5.0％減）となりました。

④ アジア

為替影響等により、売上高は455億円（同31億円増、7.5％増）となりました。一方、中国の新拠点の初期投

資費用の負担影響もあり、セグメント利益は45億円（同2億円減、6.0％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、為替影響を含め受取手形及び売掛金が46億円、有形固定資産が

156億円、投資有価証券が28億円それぞれ増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ270億円増の1,948億円と

なりました。

負債につきましては、支払手形及び買掛金が44億円、長短借入金が32億円、未払法人税等が26億円それぞれ増加

したこと等により、前連結会計年度末に比べ159億円増の787億円となりました。

純資産につきましては、利益剰余金が48億円、為替換算調整勘定が56億円それぞれ増加したこと等により、前連

結会計年度末に比べ110億円増の1,160億円となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は24億円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 74,000,000

計 74,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 47,345,273 47,386,873
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 47,345,273 47,386,873 － －
 

（注） 提出日現在の発行数には、平成26年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された株式数は、

含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成25年10月１日～
 平成25年12月31日
（注）

24,800 47,345,273 16 9,722 16 10,349

 

（注）新株予約権（ストック・オプション）の権利行使による増加であります。

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式) 　
－ －

普通株式 4,400

(相互保有株式) 　
－ －

普通株式 60,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,267,000 472,670 －

単元未満株式 普通株式 13,873 － －

発行済株式総数 　 47,345,273 － －

総株主の議決権 － 472,670 －
　 　 　 　 　

 

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

ユニプレス株式会社
神奈川県横浜市港北区

新横浜一丁目19番20号
4,400 － 4,400 0.01

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社サンエス
静岡県藤枝市岡部町
岡部1200

50,000 － 50,000 0.11

カナエ工業株式会社
静岡県富士宮市
万野原新田3680-9

10,000 － 10,000 0.02

計 － 64,400 － 64,400 0.14
 

(注) 自己保有株式につきましては、上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000

株（議決権の数10個）あります。なお、当該株式数は、「① 発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含まれておりま

す。

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

ユニプレス株式会社(E02194)

四半期報告書

 7/19



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表につきまして、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,823 9,821

受取手形及び売掛金 29,705 34,394

たな卸資産 24,481 25,903

その他 9,956 11,805

貸倒引当金 △0 △5

流動資産合計 72,966 81,919

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,804 22,806

機械装置及び運搬具（純額） 33,272 45,515

土地 7,802 7,853

建設仮勘定 11,134 6,251

その他（純額） 11,746 14,990

有形固定資産合計 81,761 97,418

無形固定資産 2,365 2,404

投資その他の資産

投資有価証券 5,145 8,012

その他 5,570 5,101

貸倒引当金 △4 △6

投資その他の資産合計 10,712 13,108

固定資産合計 94,839 112,931

資産合計 167,805 194,850

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,223 20,665

短期借入金 12,369 14,112

未払法人税等 1,487 4,110

賞与引当金 2,277 1,353

その他の引当金 120 79

その他 13,220 17,440

流動負債合計 45,699 57,759

固定負債

長期借入金 7,507 9,039

退職給付引当金 4,206 4,467

その他の引当金 147 157

その他 5,234 7,359

固定負債合計 17,097 21,022

負債合計 62,796 78,782
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,639 9,722

資本剰余金 10,697 10,780

利益剰余金 81,982 86,807

自己株式 △14 △14

株主資本合計 102,305 107,296

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 344 899

為替換算調整勘定 △3,519 2,121

在外子会社の年金債務調整額 △281 △331

その他の包括利益累計額合計 △3,456 2,689

新株予約権 313 272

少数株主持分 5,847 5,810

純資産合計 105,009 116,068

負債純資産合計 167,805 194,850

EDINET提出書類

ユニプレス株式会社(E02194)

四半期報告書

10/19



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 177,983 199,470

売上原価 151,575 175,756

売上総利益 26,407 23,713

販売費及び一般管理費 12,164 13,893

営業利益 14,242 9,820

営業外収益

受取利息 71 102

受取配当金 40 66

為替差益 397 2,400

持分法による投資利益 74 139

その他 242 347

営業外収益合計 826 3,055

営業外費用

支払利息 335 524

その他 125 191

営業外費用合計 460 715

経常利益 14,608 12,160

特別利益

固定資産売却益 42 27

持分変動利益 － 97

関係会社株式売却益 38 －

その他 － 3

特別利益合計 81 128

特別損失

固定資産処分損 108 166

関係会社株式売却損 － 53

その他 － 21

特別損失合計 108 242

税金等調整前四半期純利益 14,581 12,046

法人税等 5,276 6,845

少数株主損益調整前四半期純利益 9,304 5,200

少数株主利益又は少数株主損失（△） 423 △794

四半期純利益 8,880 5,995
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 9,304 5,200

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △42 554

為替換算調整勘定 1,194 5,859

在外子会社の年金債務調整額 △12 △57

持分法適用会社に対する持分相当額 △6 79

その他の包括利益合計 1,133 6,435

四半期包括利益 10,438 11,636

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,763 12,141

少数株主に係る四半期包括利益 675 △504
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日  至 平成25年12月31日)

（持分法適用の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間から、新たに株式を取得したマニュエットオートモーティブブラジルを持分法適用

の範囲に含めております。また、保有する株式の売却により、当第３四半期連結会計期間から、株式会社

ミューテックを持分法適用の範囲から除外しております。

　
 

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　保証債務

　金融機関からの借入金に対する保証債務

（単位：百万円）

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度

(平成25年12月31日)

マニュエットオートモーティブブラジル － 1,419

その他 84 78

計 84 1,498
 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

　
前第３四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日

  至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日

  至 平成25年12月31日)

減価償却費 9,752 11,886

のれんの償却額 81 81
 

　

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 704 15.00 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年11月14日
取締役会

普通株式 588 12.50 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 590 12.50 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年11月6日
取締役会

普通株式 591 12.50 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年12月31日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 北米 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 92,371 25,956 17,296 42,359 177,983 － 177,983

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

21,572 29 5 1,789 23,397 △23,397 －

計 113,943 25,986 17,301 44,148 201,381 △23,397 177,983

セグメント利益又は損失
（△）

7,429 1,032 1,562 4,788 14,812 △569 14,242
 

(注) １．調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年12月31日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 北米 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 86,063 48,272 19,607 45,525 199,470 － 199,470

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

17,355 56 － 982 18,393 △18,393 －

計 103,418 48,329 19,607 46,507 217,863 △18,393 199,470

セグメント利益又は損失
（△）

7,413 △3,736 1,483 4,501 9,663 156 9,820
 

(注) １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　

項目

前第３四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日

  至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日

  至 平成25年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 188.95円 126.83円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 8,880 5,995

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 8,880 5,995

普通株式の期中平均株式数(株) 47,002,782 47,270,477

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 186.64円 125.76円

(算定上の基礎) 　 　

普通株式増加数(株) 581,582 400,588

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

第75期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当につきましては、平成25年11月６日開催の取締役

会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

し、配当を行っております。

① 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　591百万円

② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　12.5円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成25年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   原　田　　誠　司   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   中　桐　　光　康   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月４日

ユニプレス株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユ

ニプレス株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニプレス株式会社及び連結子会社の平成
25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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